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お
知
ら
せ

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
に
注
意 

　

蚊
に
は
、
デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
を
媒

介
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ん
延
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
平
常
時
か

ら
地
域
全
体
で
蚊
の
発
生
抑
制
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
。
蚊
は
主
に
一
週
間
以
上

水
が
溜
ま
っ
た
場
所
か
ら
発
生
し
ま
す
。

早
め
に
発
生
源
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。 

●
蚊
の
発
生
を
防
ぐ
に
は 

❶
使
用
し
て
い
な
い
バ
ケ
ツ
や

植
木
鉢
の
受
け
皿
な
ど
は
裏
返

す
。
使
用
し
て
い
る
植
木
の
受

け
皿
や
排
水
マ
ス
、
雨
水
マ
ス
な
ど
は
、

一
週
間
に
一
度
、
水
の
交
換
か
点
検
を
❷

蚊
の
潜
む
場
所
を
除
去
。
定
期
的
に
雑
草

は
刈
り
取
り
、
樹
木
は
せ
ん
定
し
風
通
し

を
良
く
す
る  

●
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に  

❶
窓
に
網
戸
を
設
置
❷
長
袖
シ
ャ
ツ
や
長

ズ
ボ
ン
な
ど
を
着
用
し
、肌
を
露
出
し
な
い

問
保
健
予
防
課 

☎
０
２
７
‐
２
１
２
‐
８
３
４
２

木
造
住
宅
の
耐
震
性
を
プ
ロ
が
調
査

　

耐
震
診
断
調
査
資
格
者
が
耐
震
診
断
を

実
施
。
地
震
に
弱
い
部
分
や
倒
壊
す
る
可

能
性
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
耐
震
性
が
不

足
し
て
い
る
場
合
は
、
耐
震
改
修
工
事
な

ど
の
説
明
や
相
談
を
し
ま
す
。

対
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
市
内
の
木

造
住
宅
❶
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
一
戸
建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅

（
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）

❷
平
屋
か
２
階
建
て
❸
在
来
軸
組
工
法
で

建
築
❹
自
身
が
居
住
す
る

￥
１
，
０
０
０
円
（
診
断
者
の
交
通
費
は

負
担
）

申
６
月
９
日
㈪
〜
25
日
㈬
に
市
役
所
建
築

指
導
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
５

２
）
へ
直
接

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
を
補
助

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
を
補
助
し
ま

す
。希
望
者
は
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
市
税
の
滞
納
が
な
く
、
次
の
全
て
の
条

件
を
満
た
す
市
内
の
木
造
住
宅
を
所
有
す

る
市
民
。
❶
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
し
た
一
戸
建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅

（
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）

❷
平
屋
か
２
階
建
て
❸
在
来
軸
組
工
法
で

建
築
❹
自
己
が
居
住
す
る
住
宅
❺
耐
震
診

断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点
が
１
・
０
未

満
の
住
宅
、
先
着
６
戸

補
助
額
＝
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
５

分
の
４
（
上
限
１
１
５
万
円
）

申
６
月
９
日
㈪
〜
10
月
10
日

㈮
に
市
役
所
建
築
指
導
課

（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７

５
２
）
へ
直
接

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
補
助

　

木
造
住
宅
の
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
設
置

費
を
補
助
し
ま
す
。
事
前
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
の
住
宅
＝
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す

木
造
住
宅
。
❶
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
し
た
一
戸
建
て
の
住
宅
か
住
宅
部

分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
の
併
用
住

宅
❷
平
屋
か
２
階
建
て
❸
在
来
軸
組
工
法

で
建
築
❹
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住

宅
❺
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点

が
１
・
０
未
満
の
住
宅
❻
１
階
に
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
を
設
置
で
き
る
住
宅

対
市
内
在
住
で
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
か

障
害
者
を
含
む
世
帯
に
属
す
る
、
市
税
に

滞
納
が
な
い
人
、
先
着
１
人

補
助
額
＝
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
設
置

に
要
す
る
費
用
の
３
分
の
２
以
内
（
上
限

30
万
円
）

申
６
月
９
日
㈪
〜
11
月
７
日

㈮
に
市
役
所
建
築
指
導
課

（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７

５
２
）
へ
直
接

こ
ど
も
図
書
館
・
各
分
館
が
休
館

　

特
別
整
理
の
た
め
、
前
橋
こ
ど
も
図
書

館
が
６
月
９
日
㈪
か
ら
13
日
㈮
ま
で
、
市

立
図
書
館
各
分
館
が
６
月
23
日
㈪
か
ら
26

日
㈭
ま
で
休
館
。
本
館
は
通
常
通
り
開
館

し
ま
す
。

問
こ
ど
も
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
８
８
３
３

市
立
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１

薬
物
乱
用
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　

近
年
、
大
麻
や
覚
醒
剤
な
ど
の
薬
物
事

犯
は
高
止
ま
り
の
状
況
が
続
き
、
特
に
10

代
・
20
代
へ
の
乱
用
の
広
が
り
は
深
刻
で

す
。
６
月
20
日
㈮
か
ら
７
月
19
日
㈯
ま
で

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
普
及
運
動
」を
実
施
。

薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
を
認
識
し
、
薬
物

乱
用
防
止
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
総
務
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
２

ス
マ
ホ
操
作
な
ど
の
疑
問
を
相
談 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ

操
作
の
疑
問
点
な
ど
を
相
談
で

き
る
デ
ジ
タ
ル
よ
ろ
ず
相
談
所

を
開
設
。
市
民
有
志

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ま
え
ば
し
デ
ジ
タ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
が
教
え

ま
す
。
事
前
申
し
込

み
は
不
要
。
サ
ポ
ー

タ
ー
の
募
集
も
随
時

受
付
中
で
す
。 

時
・
場
左
上
表
の
と
お
り 

問
教
育
支
援
協
会
北
関
東 

☎
０
２
７
‐
２
２
６
‐
６
７
３
１

め
ぶ
く
Ｐ
ａ
ｙ
サ
ポ
ー
ト
窓
口

　

め
ぶ
く
Ｉ
Ｄ
の
発
行
や
ア
プ

リ
の
操
作
方
法
な
ど
を
対
面
で

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
常
設
窓
口

開
設
時
間
＝
10
時
〜
16
時

場
商
工
会
議
所
（
日
吉
町
一
丁
目
）

申
め
ぶ
く
Ｐ
ａ
ｙ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０
‐
３
３
１
５
‐
９
９
１
１
（
平

日
9
時
〜
17
時
）
へ

●
出
張
窓
口

時
❶
６
月
６
日
㈮
❷
12
日
㈭
❸
21
日
㈯
❹

25
日
㈬
、
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
❶
は
富
士
見
公
民
館
❷
は
中
央
公
民
館

32
研
修
室
❸
は
永
明
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
第
３
会
議
室
❹
は
東
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

介
護
費
用
の
一
部
が
軽
減
に

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老
人
保

健
施
設
・
介
護
医
療
院
・
短
期
入
所
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
の
食
費
や
居
住
費

が
所
得
状
況
な
ど
に
応
じ
て
軽
減
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
８
月
以
降
の
軽
減
の

申
請
は
、
６
月
16
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。
市
役
所
介
護
保
険
課
、大
胡
・
宮
城
・

粕
川
・
富
士
見
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る
人

に
は
、
６
月
下
旬
に
更
新
の
お
知
ら
せ
を

郵
送
し
ま
す
。

対
世
帯
全
員
と
配
偶
者
が
市
民
税
非
課
税

で
預
貯
金
な
ど
が
基
準
以
内
の
人

持
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認
書
類
、
本
人

と
配
偶
者
の
全
て
の
預
貯
金
通

帳
な
ど
の
写
し

問
介
護
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
５
７

在
宅
介
護
者
に
慰
労
金
支
給

　

介
護
保
険
の
要
介
護
４
・
５
の
高
齢
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に
、
年
額
８

万
円
の
慰
労
金
を
支
給
。
過
去
に
慰
労
金

の
支
給
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
申
請
日
の

翌
日
か
ら
１
年
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月

の
初
日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。
結
果
通
知

は
四
半
期
ご
と
に
送
付
。
８
月
末
ま
で
の

申
請
は
９
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。
申
請

書
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

希
望
者
に
は
郵
送
し
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
高
齢
者
を

主
と
し
て
介
護
し
て
い
る
人
。
❶
満
65
歳

以
上
で
市
内
に
居
住
し
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
❷
在
宅
で
６
カ
月
以
上
、
要
介

護
４
・
５
の
状
態
が
継
続
❸
申
請
月
の
前

６
カ
月
間
で
利
用
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（
短
期
入
所
）
や
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
の
宿
泊
日
数
の
合
計
が
７
日
を
超
え

な
い
❹
申
請
月
の
前
６
カ
月
間
で
の
入

院
・
入
所
期
間
が
10
日
を
超
え
な
い
❺
申

請
時
に
入
院
中
か
入
所
中
で
な
い

申
郵
送
で
。
申
請
書
に
記
入
し
、
通
帳
の

写
し
を
添
え
て
長
寿
包
括
ケ
ア
課
（
☎
０

２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
４
）
へ

危
険
物
正
し
く
扱
い
事
故
防
止

　

６
月
８
日
㈰
か
ら
14
日
㈯
ま
で
は
危
険

物
安
全
週
間
で
す
。「
危
険
物　

無
事
故

へ
挑
む　

ゴ
ン
グ
鳴
る
」
を
推
進
標
語
に
、

全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。
私
た
ち
の
身

の
回
り
に
は
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災

な
ど
の
事
故
を
引
き
起
こ
す
危
険
物
が
数

多
く
存
在
し
ま
す
。
正
し
い
取
り
扱
い
方

法
を
確
認
し
、
危
険
物
に
よ
る
事
故
を
防

い
で
く
だ
さ
い
。

問
予
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
０
９

危
険
物
取
扱
者
試
験（
乙
種
第
４
類
）

時
８
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

場
県
公
社
総
合
ビ
ル
（
大
渡
町
一
丁
目
）

￥
５
，
３
０
０
円

申
６
月
27
日
㈮
〜
７
月
４
日

㈮
に
電
子
申
請
で

問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
１
２
３

赤城白樺牧場で
羊の放牧を開始
　赤城白樺牧場ではレンゲツツジ群生地
の保護と観光振興を目的に毎年６月～
10月に羊を放牧しています。
時 10月31日㈮まで、
９時～16時
問 観光政策課
☎027-257-0675

デジタルよろず相談所開設日
場所 日時

南橘市民サービス
センター

６月３日㈫・10日㈫・17日㈫・
24日㈫・７月１日㈫

10時～12時

東市民サービス
センター

６月４日㈬・11日㈬・18日㈬・
25日㈬・７月２日㈬

中央公民館 ６月５日㈭・12日㈭・19日㈭・
26日㈭・７月３日㈭

富士見公民館 ６月６日㈮・13日㈮・20日㈮・
27日㈮・７月４日㈮

永明市民サービス
センター

６月７日㈯・14日㈯・21日㈯・
28日㈯・７月５日㈯


